
須
佐
津
考

津
田

常
名

序
文

｢

須
佐
津
考｣

は
津
田
常
名
の
筆
に
な
る
須
佐
の
紹
介
文
で
す
。
須
佐
湾
の
こ

と
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
纏
ま
っ
た
文
章
は
彼
以
前
に
於
い
て
は
外
に
見
当
た
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
須
佐
の
名
所
旧
跡
や

地
名
の
歴
史･

由
来
な
ど
は
今
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

昭
和
３
年(

)

３
月
５
日
、
須
佐
湾
一
帯
は
国
の
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念

1928

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
内
務
省
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
付

属
文
書
と
し
て
は
、
「
温
故
」
第
９
号
で
ご
紹
介
し
た｢

内
務
省
指
定

名
勝

及
び
天
然
記
念
物
須
佐
湾
観
光
案
内｣

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
外
に
こ
の｢

須

佐
津
考｣

も
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
近
藤
家
に
伝
わ
る｢

須
佐
津
考｣

に
よ
っ
て

判
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
須
佐
の
状
況
は
と
言
う
と
、
須
佐
に
電
灯
が
点
っ
た
の
は
大
正
６
年

（

）
の
事
で
す
が
、
昭
和
元
年(

)

に
須
佐
〜
萩
、
江
崎
間
で
初
め
て

1917
1926

電
話
が
開
通
。
昭
和
３
年
３
月
２
５
日
に
は
益
田
〜
須
佐
間
の
鉄
道
が
開
通
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し
須
佐
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
須
佐
〜
宇
田
郷
間(

)

が
延
伸
し
て

8.8K
M

山
陰
本
線
、
京
都
〜
下
関
幡
生
間
が
全
通
し
た
の
は
昭
和
８
年(

)

２
月

1933

２
４
日
の
事
で
す
。
こ
の
機
会
に
何
と
か
し
て｢

山
陰
の
秘
境｣

須
佐
を
日
本

全
国
に
知
ら
し
め
よ
う
と
言
う
熱
気
が
須
佐
中
に
盛
り
上
が
っ
た
時
代
で

す
。

常
名
は
須
佐
湾
が
国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
翌
年
、
昭

和
４
年(

)

に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

1929

な
お
、
常
名
自
筆
の
原
稿
は
２
通
り
現
存
し
ま
す
。
ど
ち
ら
が
先
に
書
か
れ

た
か
確
か
な
る
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仮
に
書
き
込
み
の
多
い
方
を｢

草
稿

本｣

と
し
、
書
き
込
み
が
少
な
い
方
を｢

浄
書
本｣

と
し
て
、
本
欄
で
は｢

浄
書

本｣

を
底
本
と
し
て
読
解
し
ま
す
。
そ
し
て｢

草
稿
本｣

と
食
い
違
う
個
所
を

緑
色
の
文
字
で
表
記
し
ま
す
。

津
田
常
名(1

8
4
7

〜1
9
2
9
)

に
つ
い
て

常
名
は
弘
化
４
年(

)

１
２
月
１
９
日
、
須
佐
村
に
生
ま
れ
た
。
父
は
潤
塀

1847

常
堅
と
い
い
、
領
主
益
田
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
父
は
萩
の
益
田
氏
邸
で
勤
務

中
で
あ
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
常
名
が
誕
生
し
て
か
ら
十
日
目
、
帰
村
し
て
か

ら
僅
か
十
五
日
目
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
専
ら
母
の
手
一
つ
で
養

育
さ
れ
た
。
幼
名
は
百
合
槌
と
よ
ん
だ
。

嘉
永
６
年(

)

七
歳
の
時
、
伯
父
に
当
た
る
有
田
信
平
の
習
字
場
に
通
っ

1853

た
。
安
政
３
年(

)

正
月
、
十
歳
の
頃
か
ら
波
田
与
市
右
衛
門
の
塾
に
通

1856
っ
て
習
字
と
素
読
の
勉
強
を
し
た
。

十
四
歳
の
万
延
元
年(

)

に
な
る
と
育
英
館
に
入
学
を
許
さ
れ
、
初
め
て

1860

武
士
と
し
て
の
文
武
修
行
に
は
げ
ん
だ
。
幼
時
松
下
村
塾
と
の
交
流
生
の
一

人
で
あ
る
山
田
顕
義
に
句
読
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
翌
文
久
元
年(

)
1861



た
ま
た
ま
領
主
益
田
親
施
が
領
地
須
佐
に
帰
っ
た
と
き
、
育
英
館
生
の
中
で

文
武
精
勤
優
秀
の
者

余
名
を
選
び
出
し
た
が
、
常
名
も
そ
の
中
に
加

2
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わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
翌
文
久
２
年(

)

正
月
、

歳
で
あ
っ
た
が
領

1862

1
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主
益
田
家
の
侍
御
を
命
ぜ
ら
れ
君
側
に
侍
す
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
以
後
は

名
を
公
輔
と
改
む
べ
く
命
ぜ
ら
れ
た
。

文
久
３
年(

)

歳
、
こ
の
頃
か
ら
国
事
多
難
な
時
に
向
う
。
６
月
１

1863
1
7

日
領
主
に
従
っ
て
下
関
に
行
き
攘
夷
戦
に
遭
遇
し
た
。
こ
の
月
末
主
人
に
従

っ
て
京
都
に
上
っ
た
。
間
も
な
く
８
月

日
暁
に
な
る
と
突
如
と
し
て
従

1
8

来
長
州
藩
が
警
備
し
て
い
た
境
町
御
門
の
解
除
の
変
が
起
っ
た
。
協
議
の
結

果
、
三
条
実
美
公
以
下
、
七
卿
を
奉
じ
て
京
都
を
出
発
し
た
。
領
主
親
施
も

帰
国
し
た
の
で
そ
れ
に
従
っ
た
。

元
治
元
年(

)

歳
の
時
、
京
都
に
上
っ
た
が
７
月

日
に
な
る

1864

1
8

1
9

と
有
名
な
禁
門
の
変
が
起
っ
た
。
常
名
も
長
州
軍
と
し
て
戦
っ
て
破
れ
帰
国

し
た
。
長
州
で
は
こ
の
敗
戦
を
境
と
し
て
、
今
ま
で
静
ま
っ
て
い
た
穏
健
派(

俗

論
派)

が
急
に
勢
を
得
、
藩
政
の
主
導
権
を
握
り
、
須
佐
村
も
二
派
に
分
れ

た
が
次
第
に
俗
論
派
が
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。

常
名
は
小
国
融
蔵
・
大
谷
樸
助
等
の
勤
皇
正
義
派
に
賛
同
し
て
、
徳
山
幽
囚

の
主
人
を
奪
い
返
そ
う
と
し
た
が
俗
論
派
の
奸
策
に
妨
げ
ら
れ
た
。
邑
政
堂

吏
員
は
俗
論
派
と
共
謀
し
て
、
小
国
、
大
谷
、
津
田
等
に
自
宅
謹
慎
、
面
会

禁
止
の
旨
を
命
じ
た
。

慶
応
元
年
正
月
二
十
四
日
、
大
谷
樸
助
、
河
上
範
三
ら
と
謀
り
禁
を
お
か

し
て
諸
隊
の
義
挙
に
く
み
し
て
亡
君
の
遺
志
を
継
ご
う
と
す
る
同
志
９
名
を

集
め
て
山
口
に
達
し
、
諸
隊
と
気
脈
を
通
じ
帰
郷
し
た
。
直
ち
に
心
光
寺
に

入
っ
て
、
回
天
軍
を
組
織
し
て
志
士
の
団
結
を
は
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
反
対
党

の
方
の
勢
力
が
強
大
に
な
っ
て
回
天
軍
の
方
か
ら
北
強
団
に
走
る
者
も
出
て

来
た
。

２
月

日
、
邑
政
堂
は
大
谷
、
河
上
、
常
名
の
３
名
を
回
天
軍
の
頭
首
と

2
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み
な
し
呼
び
出
し
、
「
汝
ら
三
名
は
益
田
家
に
対
す
る
反
逆
者
な
れ
ば
、
各

々
親
族
預
け
と
す
る
」
と
宣
言
さ
れ
た
。

そ
の
後
一
室
に
幽
閉
し
日
夜
監
視
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
同
月

日
幼
君

3
0

の
君
命
と
い
つ
わ
り
大
谷
、
河
上
に
屠
腹
を
宣
言
し
、
同
時
に
常
名
に
対
し

て
は
入
牢
の
宣
告
が
あ
っ
た
。
常
名
に
対
し
て
同
罪
で
あ
る
が
未
丁
年
の
た
め

死
一
等
を
減
じ
た
た
め
で
あ
る
。
３
月
２
日
の
夕
方
、
萩
干
城
隊
幹
部
の
国

貞
直
人(

の
ち
愛
知
県
知
事)

外
三
名
が
回
天
軍
応
援
の
た
め
に
須
佐
に
や
っ

て
来
た
、
大
谷
、
河
上
二
氏
の
屠
服
に
一
歩
お
く
れ
、
忠
烈
二
氏
を
救
い
得

な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
た
。
常
名
は
松
原
仁
蔵
の
宅
に
幽
囚
さ
れ
て
お
っ

た
が
直
ち
に
解
放
す
る
よ
う
命
じ
縛
を
解
か
れ
た
。
３
月
７
日
、
国
貞
氏
一

行
に
伴
わ
れ
て
、
海
路
で
萩
へ
着
、
堀
内
の
干
城
隊
本
営
に
至
っ
た
。
小
国
融

蔵
ら
同
志
も
解
放
さ
れ
、
今
後
の
運
動
方
針
等
の
計
画
を
た
て
干
城
隊
の

後
援
も
約
束
さ
れ
た
。
回
天
隊
再
興
の
許
可
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
須
佐

で
は
依
然
と
し
て
俗
論
派
の
勢
力
が
強
く
回
天
軍
の
活
動
は
困
難
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
村
外
に
出
て
奇
兵
隊
に
入
隊
す
る
者
が
相
続
き

名
に

4
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達
し
た
。

７
月
に
入
っ
て
奇
兵
隊
を
中
心
に
本
藩
で
の
急
進
派(

正
義
派)

の
勢
力
は
強

ま
り
、
須
佐
の
俗
論
派
の
巨
頭
及
び
邑
政
堂
の
重
職
に
あ
る
者

人

1
0

は
、
流
刑
、
隠
居
、
逼
塞
等
の
処
罰
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
状
態
の
中
で
須
佐
村
中
の
正
気
は
再
び
燃
え
あ
が
り
、
勤
皇
論
が
高
ま

っ
た
。

慶
応
２
年
６
月
に
四
境
の
戦
役
が
起
り
、
常
名
等
の
奇
兵
隊
は
、
豊
前
国
小

倉
口
に
向
っ
て
進
軍
し
た
。
可
成
り
の
苦
戦
の
末
に
勝
利
を
収
め
る
事
が
出

来
た
。
常
名
は
斥
候
等
の
重
責
を
果
た
し
慶
応
三
年
正
月
、
帰
省
し
た
。
帰

休
中
に
邑
政
堂
か
ら
慰
労
の
沙
汰
が
あ
っ
た
。



慶
応
３
年
３
月
病
気
療
養
の
た
め
帰
郷
し
病
気
の
間
、
皇
学
を
独
修
し
た
。

明
治
元
年(

)

戌
辰
北
征
の
役(

越
後
奥
羽
方
面)

に
参
戦
、
各
地
に
転
戦

1868
し
そ
の
間
密
使
と
し
て
重
責
を
果
た
す
等
大
き
な
働
き
が
あ
っ
た
。
戦
い
が

勝
利
に
終
っ
て

月
庄
内
を
出
発
し
京
都
に
凱
旋
し
た
。
明
治
元
年

1
0

月
帰
省
賜
暇
の
際
、
益
田
家
の
許
可
を
得
、
三
蔭
山
に
招
魂
場
を
創

1
1

設
し
た
。
後
官
祭
招
魂
場
と
な
り
、
常
名
は
そ
の
受
持
神
官
を
命
ぜ
ら
れ

た
。

明
治
２
年
よ
り
一
年
間
、
隊
務
免
除
の
暇
を
乞
い
自
費
で
京
都
皇
学
所
に

入
っ
た
。

明
治
３
年
正
月
、
長
州
藩
内
で
有
名
な
脱
隊
の
変
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
際
、
脱

隊
兵
中
に
可
成
り
の
須
佐
人
が
お
り
、
元
回
天
軍
の
同
志
で
あ
っ
た
者
も
あ

り
説
得
に
当
る
の
で
攻
撃
を
待
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
が
期
限
ぎ
れ
の
た
め

聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
遂
に
武
力
制
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
常
名
は
こ
の
事
件

後
感
ず
る
所
が
あ
っ
て
除
隊
を
乞
い
帰
郷
し
た
。

帰
郷
後
三
年
間
、
飲
酒
喫
煙
を
禁
じ
て
勉
学
に
専
念
し
、
明
治
５
年
２
月
か

ら
は
育
英
館
に
在
寓
し
、
坂
上
忠
助
に
従
っ
て
漢
学
を
修
め
た
。

明
治
七
年
須
佐
の
自
宅
に
帰
っ
た
。

明
治
十
二
年
、
教
導
職
試
補
の
任
命
が
あ
っ
た
。

明
治
十
四
年
、
須
佐
村
村
会
議
員
に
選
ば
れ
、
更
に
村
会
議
長
に
当
選
し

た
。

明
治
十
六
年
、
内
務
省
か
ら
権
少
講
義
を
拝
命
。

明
治
二
十
二
年
、
権
少
教
正
に
昇
級
。

大
正
三
年
、
権
大
教
正
に
昇
進
し
た
。

昭
和
四
年
九
月
十
一
日
、
老
衰
の
た
め
没
す
。
享
年

歳
。
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常
名
は
そ
の
母
に
対
し
て
孝
養
を
盡
す
こ
と
は
万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
、

殆
ん
ど
毎
日
あ
ん
ま
を
し
て
あ
げ
、
食
事
の
時
も
母
よ
り
先
に
箸
を
と
る
事

は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
礼
儀
作
法
が
ま
こ
と
に
厳
し
く
、
挨
拶
の
仕
方
、

口
上
な
ど
も
厳
格
で
、
少
し
の
不
作
法
も
許
さ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
端
然
と
、

書
斎
の
机
の
前
に
正
座
し
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
数
の
和
学
、
漢
学
の
本
を

読
書
さ
れ
た
。
口
数
は
少
な
く
無
駄
口
を
せ
ぬ
方
で
あ
っ
た
が
、
人
に
接
す

る
に
は
愛
想
よ
く
打
ち
と
け
て
話
を
し
た
。
健
康
に
気
を
つ
け
、
冷
水
摩
擦

を
毎
日
行
な
い
、
飲
食
物
は
常
に
ひ
か
え
目
で
粗
食
で
質
素
で
あ
っ
た
が
、
い

つ
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
た
。
要
す
る
に
古
武
士
の
風
格
を
備
え
た
人
で
あ
っ

た
。

著
書
も
多
い
が
主
な
も
の
を
列
記
す
る
。

「
産
土
神
社
考
」
「
天
則
百
首
」
「
諸
職
祖
神
略
記
」
「
佐
江
史
蹟
案
内
」

「
須
佐
津
考
」
「
大
谷
樸
助
回
天
軍
実
記
」
「
本
教
神
理
大
要
」

「
佐
江
管
見
」

◇(

出
典
＝
須
佐
町
教
育
委
員
会
刊｢

幕
末
志
士
の
学
び
舎

須
佐
育
英

館｣)

須
佐
津
考
（
読
解
文
）

長
門
可
美
山
麓
稔
廼
舎(

ね
ん
し
し
ゃ)

主
人
記(

津
田
公
輔
常
名)

１
頁

◇
大
原
郷

わ
が
須
佐
村
は
、
和
名
抄
に
記
せ
る
長
門
国
阿
武
郡
六
郷
中
の
大
原
郷
に

し
て
、
須
佐
は
須
佐
之
男
命
の
由
緒
に
起
れ
る
大
原
港
湾
の
称
呼
な
り
し



が
、
久
し
き
年
序
を
経
る
に
従
ひ
、
海
浜
漸
々
に
埋
り
て
陸
地
を
拡
大
し
、

大
原
本
郷
の
人
戸
は
続
々
此
新
開
地
域
に
転
居
せ
し
を
以
て
、
須
佐
の
湾

名
は
い
つ
し
か
其
村
称
と
為
り
て
、
次
で
慶
長
五
年(

)

益
田
氏
の
移
住

1600
せ
ら
る
る
や
、
数
百
の
士
卒
は
相
踵
ぎ
て
此
地
に
来
り
、
俄
然
、
人
煙
櫛
比

の
一
市
街
を
現
出
し
て
、
其
の
領
内
七
か
村
の
物
資
集
散
地
と
為
り
た
り
。

大
原
の
郷
名
は
全
く
廃
る
る
随
（
ま
ま
）
に
、
元
大
原
本
郷
を
ば
上
原
・
中
原

三
原
と
二
分
し
て
、

・
下
原
と
大
別
し
、
之
（
こ
れ
）
を
総
称
し
て
三
原
と
も
云
い
、
現
今
は
上
三
原
・
下

郷
庁
の
所
在

中
原
は
上
三
原
内
に
野

中
原
の
小
字
を
残
せ
り

２
頁

地
跡
を
三
原
原
（
み
は
ら
ば
ら
）
と
呼
び
、
郷
長
の
居
住
せ
し
地
を
長
者
が

原
と
呼
び
、
尚
其
大
字
中
の
小
区
域
を
劃
し
て
桑
原
・
春
日
原
・
宮
原
（
み

や
の
は
ら
）
・
宅
原
・
堂
原
（
ど
う
の
は
ら
）
・
黒
谷
地
ヶ
原
・
荒
神
原
・
後
原(

う

し
ろ
ば
ら)

・
火
打
が
原
等
の
名
称
を
存
せ
し
は
、
郷
名
大
原
の
記
念
と
為
し

た
る
も
の
の
如
し
。
故
に
現
今
の
三
原
は
、
益
田
氏
旧
臣
以
外
な
る
須
佐
先

住
民
族
の
母
郷
た
る
や
論
な
し
。

◇
北
谷

三
原
原
（
み
は
ら
ば
ら
）
の
正
北
な
る
山
間
に
北
谷
あ
り
て
数
十
軒
の
農
家

散
在
せ
り
。
此
字(

あ
ざ)

の
方
位
に
出
た
る
を
以
て
も
、
三
原
原
（
み
は
ら
ば

ら
）
は
大
原
本
郷
の
首
脳
地
点
た
り
し
を
証
す
べ
し
。

◇
松
崎
宮
八
幡
宮

八
幡
宮
は
源
氏
旺
盛
時
代
、
武
門
の
崇
敬
殊
に
厚
か
り
し
か
ば
、
石
見
国
津

和
野
三
本
（
松
）
城
主･

吉
見
正
頼
家
の
此
地
方
を
領
有
し
、
笠
松
山
（
か
さ

ま
つ
や
ま
）
築
城
の
時
に
当
り
、
海
岸
松
崎
の
地
を
卜
し
て
神
社
を
創
建
し
、

其
崇
敬
凡
（
お
よ
そ
）
な
ら
ざ
り
し
か
ば
、
同
家

３
頁

よ
り
鼓
頭
給
之
袖
判
・
御
祭
田
寄
附
の
証
文
・
御
修
理
田
寄
附
の
証
文
、
更

に
毛
利
家
の
封
内
に
転
（
う
つ
）
り
て
、
元
就
公
よ
り
五
石
の
社
領
を
増
加
せ

ら
れ
し
等
、
数
通
の
古
文
書
は
世
襲
大
宮
司
家
に
伝
来
せ
し
も
、
維
新
後
司

祭
者
の
更
迭
数
回
に
し
て
今
は
其
の
所
在
を
知
ら
ざ
る
も
の
の
如
し
。
益
田

氏
移
住
後
、
星
霜
を
累
（
か
さ
）
ぬ
る
に
従
ひ
て
、
街
区
整
頓
し
、
其
の
面
目

を
一
新
し
た
る

を
以
て
、
産
土
（
う
ぶ
す
な
）
神
社
移
転
の
必
要
を
感
じ
た

れ
ば
、
益
田
元
祥
の
孫･

就
宣
領
主
の
時
、
更
に
現
今
の
社
地
を
撰
定
し
、
寛

文
元
年
（

)

八
月
、
神
殿
竣
工
し
て
遷
宮
式
を
挙
げ
た
り
し
が
、
就
宣
の

1661

子･

就
恒
領
主
の
代
に
至
り
、
舞
殿
・
拝
殿
・
回
廊
等
を
築
造
し
て
、
元
禄
五

年(
)

の
秋
、
全
く
落
成
を
告
げ
た
り
。
其
の
旧
趾
は
現
今
共
葬
墓
地
と

1692

為
り
た
る
も
、
鬱
蒼
た
る
老
松
は
点
々
散
在
し
て
、
三
百
年
前
松
崎
時
代
の

面
影
を
偲
ば
し
め
、
脚
下
の
水
涯
に
は
今
猶
八
幡
（
や
わ
た
）
が
浜
の
称
呼
を

存
し
、
松
崎
を
松
嶋
と
誤
れ
る
は
、
湾
内
鶴
崎
を
鶴
嶋
と
言
へ
る
例
な
る
べ

【
注
】
（
草
稿
本
）
寛
文
元
年
八
月

し
。
寛
文
八
年
【
注
】

(

）
阿
闍

1668

４
頁

請
せ
し
由
に
記
せ
る
は
、
社
家
の
杜
撰
に
出
た
る
縁
起
な
ど
に
拠
れ
る
に
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
地
勢

梨
某
堅
謹
書
の
棟
札
に
、
孝
徳
天
皇
大
化
六
年(

)

五
月
十
八
日
、
豊
前
国
宇
佐
本
宮
よ
り
勧

650

に
、
其
資
格
由
緒
を
飾
ら
ん
と
し
て
、
某
大
社
の
分
幣
、
某
名
刹
の
直
末
な
ど
誇
称
し
、
創
立
を
以

の
沿
革
、
時
代
の
推
移
を
も
弁
え
ざ
る
俗
説
に
し
て
信
ず
る
べ
か
ら
ず
、
凡
て
神
社
仏
閣
倶
（
と
も
）

佐
と
五
音
相
通
な
れ
ば
、
須
佐
の
地
名
は
茲
に
起
こ
れ
り
な
ど
言
え
る
は
棒
腹
絶
倒
す
べ
き
な
り
。

て
再
建
と
偽
り
、
為
め
に
貴
重
な
る
考
証
材
料
を
失
う
も
の
其
の
例
尠
か
ら
ず
、
又
、
宇
佐
と
須

◇
三
原
八
幡
宮



創
立
の
時
代
詳
（
つ
ま
び
ら
か
）
な
ら
ざ
る
も
、
現
今
の
上
三
原
区
内
な
る
字

八
尾
（
や
お
）
の
地
に
鎮
座
あ
り
し
を
、
後
土
御
門
天
皇
の
文
明
二
年(

)
1470

に
遷
座
し
奉
れ
り
と
言
え
ば
、
大
原
郷
時
代
の
産
土
神
社
た
り
し
が
如
し
。

果
し
て
然
ら
ば
松
崎
八
幡
宮
よ
り
百
年
以
上
旧
か
る
べ
し
。
松
崎
八
幡
宮
の

外
、
社
領
（
壱
石
）
あ
り
し
は
此
神
社
の
み
な
り
し
も
、
殊
な
る
由
緒
な
か
る

べ
け
ん
や
。

◇
真
宗･

浄
蓮
寺

本
村
寺
院
中
の
最
古
刹
に
し
て
、
大
原
郷
時
代
の
開
基
な
る
由
来
確
実
に

し
て
、
其
遺

５
頁

跡
、
上
三
原
区
内
に
在
り
て
浄
蓮
の
字
を
存
せ
り
。
小
早
川
隆
景
公
、
石
見

大
原
本
郷

国
出
陣
の
途
次
、
当
寺
に
宿
泊
せ
ら
れ
し
事
数
度
な
り
と
言
う
。
当
寺
の
外

除
の
運
に
遭
え
る
も
の
の
如
し
、
今
猶
其
の
字
を
存
せ
り

に
浄(

常)

福
寺
あ
り
し
も
、
郷
庁
廃
絶
の
後
、
自
然
解

◇
須
佐

既
に
も
云
へ
る
如
く
大
原
郷
の
湾
名
な
り
し
、
須
佐
津
時
代
は
海
浜
深
く
曲

入
せ
る
を
以
て
、
現
今
人
家
稠
密
の
浦
東
町･

浦
西
町･

中
津
町･

水
海
（
元

御
津
海)

等
の
地
は
、
水
波
瀲
灔
（
れ
ん
え
ん
）
た
る
海
中
に
し
て

大
港
湾
な

り
し
は
、
水
海
に
接
続
し
て
津
田
在
り
、
町
名
に
中
津
あ
る
は
更
な
り
。
土

質
其
の
他
、
証
と
な
す
べ
き
事
多
く
あ
り
、
上
古
出
雲
政
庁
時
代
に
於
け
る

出
雲･

志
良
岐
（
今
の
朝
鮮)

間
航
路
の
好
錨
地
点
な
れ
ば
、
往
復
共
に
薪

水
食
糧

其
の
他
の
闕(

欠)

損
を
補
充
し
、
更
に
天
候
を

（
草
稿
本
＝
糧
食
）

測
定
し
て
出
帆
為
（
し
）
給
い
し
な
る
べ
し
。

（
以
下
「
草
稿
本
」
）
上
古
の
諸
神
は
平
素
釼
を
佩
き
、
戟
を
執
り
て
不
虞
の

変
に
備
え
給
へ
り
。
況
や
海
外
拓
殖
の
政
策
に
於
い
て
、
一
日
も
武
装
を
解

く
べ
か
ら
ざ
る
時
に
当
た
り
、
本
港
の
如
き
一
定
の
碇
泊
津
に
於
て
は
、
当

代
相
応
の
軍
政
的
設
備
あ
り
し
事
は
、
出
雲･

古
志(

越
の
国)

間
の
、
能
登･

岬
角･

日
向･

西
渕
間
の
宗
像
港
等
の
如
き
断
片
的
事
実
を
参
照
し
て
推
測

せ
ら
る
る
な
り
。

如
斯
（
か
か
）
る
重
大

能
登･

岬
角･

宗
像
湾
等
の
事
は
、
上
古
三

大
航
路
考
の
題
下
に
於
い
て
別
に
詳
述
す
べ
し

な
る
関
係
由
緒
あ
る
を
以
て
、
須
佐
之
男
命
は
御
親
（
み
ゝ
づ
か
）
ら
其
御

霊
を
鎮
め
置
き
給
ひ
て
、
其
神
号
を
存
し
給
ひ
し
な
る
べ
し
。

ず
）
れ
も
須
佐
之
男
命
の
縁
故
に
出
た
り
。
殊
に
出
雲
国
な
る
は
同
国
風
土
記
に
神
須
佐
之
男
命

出
雲
国
飯
石
郡
に
郷
名
須
佐
あ
り
。
、
紀
伊
国
在
田(

有
田)

郡
に
も
同
一
郷
名
あ
り
て
、
孰
（
い

此
の
国
は
小
国
と
い
え
ど
も
、
国
ど

詔

此
国
者
雖
小
国
国
処
（
く
に
と
こ
ろ
）
故
、
我
名
非
著
木
石
、
詔
而
即
、
己
命
之
御
魂
鎮
置
之

処
、
然
大
須
佐
田
小
須
佐
田
定
給
故
、
言
須
佐

即
有
正
倉

め
ら
れ
た
所
、
然
る
に
大
須
佐
田･

小
須
佐
田
と
定
め
給
う
、
故
に
須
佐
と
言
う
、
即
ち
正
倉
が

こ
ろ
故
に
私
の
名
前
を
木
や
石
に
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
詔
し
て
即
ち
自
分
の
御
魂
を
こ
こ
に
鎮

正
倉
は
保
久
良

あ
り
と
伝
え
た
り
、

６
頁

千
家
清
主(

せ
ん

と
訓(

よ)

み
て
御
霊
を
祀

れ
る
小
祠
宇
な
り
【
注
】

【
注
】
（
草
稿
本
）
＝
小
祠
宇
を
言
へ
り

げ
き
よ
ぬ
し)

出
雲
宿
禰
俊
信
主
国
造(

こ
く
ぞ
う)

の
本
村
の
文
士･

松
井
某

に
賜
い
し
短
冊
に
、｢

須
佐
能
里
（
す
さ
の
さ
と
）
、
須
佐
弖
婦
（
す
さ
て
ふ
）

名
古
曽
（
な
こ
そ
）
石
乃
上
（
い
そ
の
か
み
）
、
経
留
起
（
ふ
る
き
）
神
代
廼
（
か

み
よ
の
）
安
所
能
古
流
良
士
（
あ
と
の
こ
る
ら
し
）｣

と
あ
る
歌
を
も
思
う
べ

し
。

◇
御
津
海

今
は
水
海
と
記
（
か
）
け
る
も
湖
水
の
痕
跡
と
見
る
べ
き
地
勢
に
非
ざ
る
の
み

な
ら
ず
、
之
（
こ
れ
）
に
接
続
し
て
津
田
の
字
あ
る
を
以
て
も
、
水
涯
の
漸
次



に
埋
も
り
し
耕
地
た
る
は
知
る
べ
き
な
り
。

然
れ
ば
水
海(

み
ず
う
み)

の

｢
豆｣

（
づ
）
は
美
都
海
の
都
を
濁
音
に
呼
び
転
（
う
つ
）
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
当

湾
内
に
入
り
、
物
資
の
需
要
其
他
、
大
原
本
郷
の
民
家
に
対
す
る
交
渉
談

判
の
必
要
な
る
船
舶
は
、
此
の
曲
汀
に
深
く
櫂
入
す
る
の
便
宜
な
る
を
以

て
、
須
佐
之
男
命
の
御
船
も
屡
々
着
岸
せ
し
遺
跡
な
れ
ば
、
殊
に
御
津
海
の

吉
（
す
み
こ
）
の
御
津
（
み
つ
）･

大
伴
（
お
ほ
と
も
）
の
御
津

敬
称
を
存
せ
し
な
る
べ
し
。
摂
津
国
難
波
津(

な
に
は
づ)

を
難
波
の
御
津
（
み
つ
）･

住

て
、
み
な
敬
称
な
り
。
尚
出
雲
国
仁
多
郡
三
津
郷
名
を
始
め
、
同
義
の
称
呼
は
例
多
し

な
ど
い
へ
る
は
住
吉
神
社
あ
る
に
因
り
、
近
江
国
湖
畔
の
御
津
は
七
社
に
対
し
て
い
へ
る
に

津
田
の
字
は
恰
も
其
津
頭
な
る
投
錨
地
点
に
あ
た
れ
り
。

７
頁

海
抜
一
七
五
八
尺

◇
神
山

此
山
岳
は
石
見
国
三
瓶
山
以
西
、
馬
関
海
峡
以
東
の
航
海
線
に
於
い
て
、
最

大
目
標
た
る
位
地
を
有
し
、
遠
距
離
の
舟
子･

船
客
、
此
方
位
に
向
へ
ば
東

西
の
陸
地
は
殆
眼
界
に
入
ら
ず
し
て
、
洋
中
に
突
兀
た
る
一
嶋
嶼
あ
る
の
観

あ
り
。
出
雲
政
庁
時
代
に
於
け
る
志
良
岐
行
は
、
同
国
日
御
崎(

ひ
の
み
さ

き)

よ
り
此
山
岳
を
指
し
て
石
見
海
岸
を
通
過
し
、
帰
航
の
時
は
、
遠
く
数

十
里
外
よ
り
此
山
岳
を
望
み
て
、
海
峡
を
横
断
せ
し
な
る
べ
し
。
山
名
加
宇

山(

こ
う
や
ま)

は
須
佐
之
男
命
の
由
緒
に
起
こ
れ
る
神
山(

か
み
や
ま)
の
音

（
以
下
草
稿
本
）
神
山
中
に
神
山
の
小
字
（
こ
あ
ざ
な
）
あ
る
も
此

便
に
し
て

例
枚
挙
に
遑
あ

の
神
社
の
所
在
地
な
れ
ば
な
り
。

神
を
加
宇
と
唱
う
る
は
神
戸･

神
崎･

神
代･

神

足
な
ど
地
名
姓
氏
等
に
其
の

音
便
に
泥

ら
ず

【
注
】

【
注
】
（
草
稿
本
）
＝
例
多
し

高
の
字
を
填(

あ)

て
た
る
は
、

後
世
人
の
妄
な
り
。

め
る

西
山
は
西
山
左
近
な
る
司
牧
者
在
り
。
幕
府
の
徴
発
に
応
じ
て
続
々
馬
匹(

ば
ひ
つ)

を
貢
献
せ
り
。

鎌
倉
幕
府
時
代
に
於
て
、
此
山
腹
に
東
山･

西
山
の
二
牧
場
あ
り
て
、
東
山
は
野
原
九
郎
右
衛
門
、

よ
り
出
た
り
と
口
碑
に
伝
ふ
る
は
更
な
り
。
其
遺
跡
と
さ
え
称
ふ
る
零
残(

零
散)

の
地
区
在
る
も
、

宇
治
川
の
役
、
其
先
陣
を
争
ひ
し
佐
々
木
高
綱
の
乗
た
り
し
生
食(

い
け
づ
き)

の
名
馬
は
、
此
牧
場

長
門
守
護
職
た
り
し
て
ふ
伝
説
を
連
結
し
て
、
好
事
家
の
捏
造
せ
る
変
形
談
片(

断
片)

な
る
べ
し
と

出
雲･

志
良
岐
間
航
路
の
休
泊
地
点
と
し
て

武
的
設
備
の
在
り
し
由
来
に
基
き
、
佐
々
木
高
綱
の

当
代
猶
此
山
の

思
わ
る
れ
ど
も
、

８
頁

ら
れ
し
一
斑
を
窺
ふ
べ
き
価
値
あ
る
伝
説
な
り
。

他
群
峯
に
超
越
せ
る
一
霊
山
と
し
て
、
神
聖
視
せ

◇
神
山
（
か
う
や
ま
）
神
社

此
山
に
神
山
の
小
字
あ
り
て
、
其
地
に
神
山
神
社
と
称
へ
た
る
旧
社
在
り
。

山
麓
に
御
祭
田
等
あ
り
て
其
経
営
の
宏
壮
な
る
、
鐘
楼･

御

後
世
、
神
山
の
分
区

前
地
に
属
し
た
り
。

手
洗
川
等
の
設
備
あ
り
。

海
浜
よ
り
社
殿
に
至
る
の

鐘
楼
の
廃
跡
は
今
猶
鐘
撞
メ

ン(

免)

の
字(

あ
ざ)

を
残
せ
り

間
、
華
表(

鳥
居)

三
基
を
配
置
せ
り
。
其
祭
儀
の
厳
粛
な
る
、
毎
年
九
月
朔

よ
り
同
十
四
日
に
至
る
満
日
に
は
、
御
輿
三
躰
、
麓
な
る
広
潟
の
浜
に
出
御

あ
り
て
、
夫
れ
よ
り
御
幸
地
海
老
嶋

ま
で
船
橋
を
仮

ま
た
鶴
崎
と
も
言
い
た
り
し

が
、
今
は
鶴
嶋
と
呼
べ
り

垣
の
跡
を
存
し
、
堤
及
び
老
松
一
株
在
り
、
南
朝
後
醍
醐
天
皇
延
元
二
年

設
し
た
り
、
往
古
の
社
地
は
後
の
社
地
よ
り
聊
東
に
寄
り
二
町
許
（
ば
か
り
）
上
れ
り
、
今
猶
石

上
に
影
向(

え
ご
う
、
神
仏
の
姿)

あ
り
し
を
以
て
社
地
を
変
更
し
、
社
殿
を
再
建
せ
り
と
言
う
。

(
)

、
野
火
の
災
に
罹
れ
り
、
此
の
時
、
大
神[

は]

飛
鳥
の
如
く
空
を
翔
り
、
此
地
な
る
一
大
石

1337

尚
其
有
名
に
し
て
崇
敬
非
凡
な
り
し
事
は
、
湾
外
往
復
の
船
舶
は
必
ず
其
の

帆
を
下
し
丹
誠
を
凝
ら
し
て
航
路
の
安
全
を
祈
り
、
本
港
碇
泊
の
時
は
必

此
の
神
社
に

９
頁

参
詣
す
る
を
例
と
為
せ
し
の
み
な
ら
ず
、
大
原
本
郷
の
住
民
は
更
な
り
。
陸

行
旅
客
の
為
に
は
二
箇
所
の
定
設
遙
拝
所
在
り
、
四
季
随
時
の
花
を
供
へ

て
、
各
自
の
安
全
幸
福
を
祈
り
し
か
ば
、
今
尚
其
跡
を
存
し
、
号(

な
ず)

け



て
上
花
立･

下
花
立
と
い
え
り
。
其
祭
神
は
、
上
古
須
佐
之
男
命
の
御
親(

み

上
に
も
言
へ
る
如
く
な
れ

み
ず
か
ら)

鎮
め
置
き
給
ひ
し
御
霊
を
祀
れ
る
は

其
の
御
母
神
伊
邪
那
美
命
を
も

ど

（
草
稿
本
）
論(

あ
げ
つ
ら)

ふ
迄
も
無
け
れ
ど
、

創
設
の
当
時

配
祀
せ
し
も
の
な
る
は
、
花
立
て
の
故
事
に
て
知
ら
る
る
な
り
。
然
ら
ば
、
神
社

然
る
を
須
佐
之
男
命
を
ば
加
良
神(

か

に
於
け
る
其
規
模
の
如
何
を
論
せ
ず
、
実
に

長
門
国
第
一
の
旧
祠
宇
な
り
し
を
思
う
べ
し

し
例
あ
り
。
御
父
子
倶
に
大
陸
か
ら
の
神
、
韓
神
で
守
護
神
と
し
て
宮
内

ら
か
み)

と
称
し

須
佐
之
男
命
の
御
子･

五
十
猛
命
を
加
良
神
と
称
し
て
宮
内
省
に
祀
ら
れ

給
ひ
し
御
事
跡
あ
る
を
以
て
、
孰
（
い
ず
れ
）
も
加
良
神
と
称
す
べ
し
、
加
良
は
上
古
大
陸
地
域
を

省
に
祀
ら
れ
て
い
た
神
か

御
父
子
倶
に
大
陸
地
方
の
治
水
事
業
、
拓
殖
政
策
の
為
め
屡
往
復
し

あ
が
み
こ
の
、
し
ら
す

指
せ
る
汎
称

な
れ
ば
な
り
。
又

於
吾
児
所
知
之
国

不
有
浮
宝
則
未
佳

と
、
詔(

の
り
た
ま)

ひ
て
、
船

く
に
に
お
い
て
、

う
き
た
か
ら
あ
ら
ず
は

よ
か
ら
じ

舶
製
造
の
用
材
た
る
べ
き
杉･

桧
等
を
始
め
、
植
林
事
業
に
御
功
績
あ
り
し

史
実
に
よ
り
て
、
船
霊(

ふ
な
だ
ま
の)
神
と
も
称
せ
る
故
に
儒
学
の
権
威
あ

る
時
代
に
於
て
、
漢
土
黄
帝[

号
は]

軒
轅
氏
の
、
刳
木
為
舟

剡
木
為

１
０
頁

楫

の
伝
説
に
附
会
し
て
黄
帝
と

舟
の
た
め
に
木
を
そ
ぎ
、
楫
の
た
め
に
木
を
け
ず
る

誤
称
せ
ら
れ
、
次
で
神
山
を
高
山
と
書
け
る
時
代
と
為
り
て
は
、
弘
法
大
師

云
々
な
ど
紀
州
高
野
山
の
縁
起
を
加
味
し
て
、
終
に
寛
文
十
二
年(

)
1672

十
月
、

厚
狭
郡
小
野
村
よ
り
瑞
林
禅
寺
を
移
し
て
紹
孝
寺
の
末
寺
と
為

し
、
其
境
内
に
一
社
殿
を
建
立
し
、
誤
称
黄
帝
を
之
（
こ
れ
）
に
移
し
て
、
領

主
よ
り
社
領
米
三
石
四
斗
を
給
与
し
、
紹
孝
寺
住
職
の
弟
子
大
宥
を
住
職

と
為
し
て
、
社
務
を
司
ら
し
め
船
霊
の
神
徳
を
宣
揚
せ
し
め
し
か
ば
、
神
山

神
社
に
対
す
る
の
信
仰
は
全
然
此
神
社
の
有
に
帰
し
た
る
も
の
な
り
。

爾

来
数
代
継
承
、
以
て
今
日
に
至
り
神
聖
な
る
古
跡
、
貴
重
な
る
伝
説
を
忘

却
し
て
村
名
須
佐
の
由
来
を
さ
え
知
ら
ざ
る
に
至
り
し
は
遺
憾
の
極
み
と
い

う
べ
し
。
如
斯
（
か
く
）
て
相
殿
伊
邪
那
美
命
は
紀
州
熊
野
神
社
よ
り
勧
請
せ

し
も
の
の
如
く
、

熊
野
八
相
権
現
な
ど
称
し
て
、
依
然
其
の
社
殿
に
在
座

（
ま
し
ま
）
せ
し
も
、
漸
次
衰
頽
の
悲
運
に
傾
き
、
其
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
、
猶

一
社
の
資

１
１
頁

格
を
保
有
す
る
に
努
め
た
り
し
が
、
維
新
後
、
神
社
整
理
の
命
令
下
に
産
土

神
社
に
合
併
し
て
、
其
の
社
殿
を
解
除
す
る
に
至
り
し
は
痛
嘆
に
耐
え
ず
、

年

時
あ
り
て
神
山
神
社
の
復
旧
を
図
る
は
神
人
の
期
待
す
る
所
な
る
べ
し
天
保

す
べ
き
の
命
あ
り
し
に
依
り
、
住
職
信
徒
協
議
の
結
果
、
沖
浦
区
鎮
座
山
王
神
社
を
移
し
て
、
須

間
、
神
仏
淫
祠
廃
除
の
厳
達
あ
り
し
時
、
瑞
林
寺
境
内
黄
帝
の
祠
宇
は
淫
祠
な
る
に
依
り
て
解
除

後
山
王
神
社
を
公
称
し
た
り
し
も
、
歳
月
の
久
し
き
、
其
制
度
の
緩
む
に
従
ひ
て
、
い
つ
し
か
黄
帝

佐
之
男
命
の
誤
称
黄
帝
を
ば
之
に
合
祀
す
べ
き
双
方
の
交
渉
相
纏
り
、
其
認
可
を
得
た
れ
ば
、
爾

以
て
、
明
治
八
年
、
官
よ
り
廃
寺
の
命
あ
り
て
爾
後
妙
高
庵
と
号
す
。

に
復
帰
せ
り
。
又
瑞
林
寺
は
一
仏
閣
た
る
べ
き
資
格
を
具
せ
ざ
る
を

◇
平
嶋
通
夜
堂

平
嶋
は
湾
内
嶋
嶼
の
最
大
な
る
も
の
な
り
。
嶋
背
平
坦
な
る
は
其
称
の
起
こ

る
所
以
（
ゆ
え
ん
）
な
り
、
此
嶋
に
通
夜
堂
の
称
あ
る
も
今
其
遺
跡
の
見
る
べ

き
無
く
、
其
堂
の
廃
絶
は
殆
（
ほ
と
ん
ど
）
百
年
前
な
る
べ
し
と
古
老
の
談
な

り
、
平
嶋･

中
嶋
間
は
船
舶
の
好
錨
地
点
に
し
て
、
冬
季
風
波
の
多
き
に
当

１
２
頁

り
、
帆
檣
林
立
の
美
観
を
呈
す
る
は
、
佐
江
十
二
景
中
に
中
嶋
泊
舟
あ
る

を
以
て
も
知
る
べ
き
な
り
。
然
れ
ば
神
山
神
社
時
代
は
更
な
り
。
其
黄
帝
化

せ
る
後
と
雖
（
い
え
ど
）
も
、
苟
（
か
り
）
に
も
航
海
の
人
に
し
て
、
此
神
霊
を

崇
敬
せ
ざ
る
者
無
き
を
以
て
、
本
祠
参
拝
の
後
、
猶
数
日
の
繋
泊
を
為
す
と

き
に
於
て
、
夜
間
此
嶋
に
上
り
、
本
祠
を
遙
拝
し
て
天
候
の
回
復
を
祈
り
、

神
酒
直
饗(
な
ほ
ら
い)

の
宴
を
張
り
、
其
傍
（
か
た
わ
ら
）
無
聊
を
慰
め
た
り

し
を
以
て
、
通
夜
堂
の
設
備
は
必
要
な
り
し
な
る
べ
し
。



◇
雄
嶋(

を
し
ま)

湾
口
の
正
中
に
嶋
あ
り
、
こ
れ
を
雄
嶋
と
称
（
い
）
え
り
。
【
注
書
】
周
廻
七
丁

三
十
間

神
武
天
皇
記
に
五
瀬
命(

い
つ
せ
の
み
こ
と)

崩
御
の
事
を
記
し

て
、
到
紀
伊
国
男
之
水
門
而
詔

負
賤
奴
之
手
乎

死
為
男
建
而
崩
故

号

紀
伊
の
国
に
至
り
、
を
の
み
な
と
に
て
詔
（
の
り
た
ま
わ
く

や
つ

其
水
門
謂
男
水
門
也

こ
が
手
負
い
て
や

お
た
け
び
て
ま
が
り
な
む
と
し

か
む
ま
が
り
し
き
か
ゆ
え

そ
の
み
な

と
あ
り
。

此
嶋
名
の
雄
も

と
を

お
の
み
な
と
と
い
う
な
り

男
建(

お
た
け
び)

は
雄
々
し

き
大
喊
声
を
発
す
る
な
り

須
佐
津
の
休
泊
地
点
を
発
し
て
、
更
に
海
路
の
危
険
を
冒
さ
ん
と
為
る
時
に

臨
み
、
雄
々
し
く
建(

た
け)

く
声
う
ち
揚
げ
て
、
発
航
の
御
稜
威(

み
い
つ
、
天

使
の
威
光)

を
奮
ひ
給
う
例
な

１
３
頁

り
し
よ
り
号(

な
づ)

け
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

◇
中
嶋
神
社

湾
内
に
中
嶋
あ
り
て
、
其
嶋
頂
に
弁
財
天
と
俗
称
せ
る
神
社
あ
り
。
狭
依

毘
売
命(

さ
よ
り
び
め
の
み
こ
と)

亦
名(

ま
た
の
な)

市
杵
嶌
姫
命(

い
ち
き
し

ま
ひ
め
の
み
こ
と)

を
祭
り
て
、
田
心
姫
命
（
た
ご
り
こ
ひ
め
の
み
こ
と
）･
湍

津
姫
命(

た
ぎ
つ
ひ
め
の
み
こ
と)

を
も
配
祀
せ
し
由
な
る
が
、
此
三
女
神
は

（
む
な
か
た
お
お
み
か

筑
前
風
土
記
に
、
宗
像
大
神
自
天
降
居
崎
門
山
之
時

云
々
と
あ
る
を
以

み

さ
き
と
や
ま
に

あ
ま
く
だ
り
ま
し
の
と
き
よ
り
）

て
、
九
州
方
面
に
降
り
坐
（
ま
）
し
し
神
と
し
て
、
其
山
号
を
同
地
方
に
発
見

せ
ん
と
せ
る
は
徒
労
な
る
べ
し
。
此
神
等
は
其
御
名
義
よ
り
考
ふ
る
も
、
海

投
稿
せ
し
経
国
と
治
水
の
題

外
治
水
事
業
に
重
大
な
関
係
あ
る
べ
き
は
更
な
り
。

雑
誌
神
道
第
四
十
九
号
に

述
せ
り

て
、
其
の
御
間
（
お
な
か
）
に
二
柱
の
御
子
生

下
に
詳

大
国
主
神
、
田
心
姫
命
に
娶(

み
あ)

ひ
ま
し

、
出
雲
国
に
在
坐
（
ま
し
ま
）
し
て

御
弟
（
み
お
と
）
五
十
猛
命
神

坐
（
あ
れ
ま
）
し
、
ま
た
湍
津
姫
命
（
た
ぎ
つ
ひ
め
の
み
こ

と
）
に
娶
ひ
坐
し
て
生
坐
し
な
ど
を
、
熟
々
思
う
べ
し

（
い
そ
た
け
る
の
み
こ
と
）･

八
束
水
臣
津
野
神
（
や
つ
か
み
づ
お
み
つ
の
み
こ

と
）
等
と
倶
に
、
御
父
須
佐
之
男
命
の
御
功
績
を
扶
翼(

た
す)

け
奉
り
て
、

志
良
岐
（
し
ら
ぎ
）
方
面
に
は
屡
往
復
し
給
ひ
し
な
る
べ
け
れ
ば
、
其
天
降
地

は
出
雲
国
な
る
べ
き

夤
縁
（
い
ん
え
ん
＝
つ
ら
な
る
、
か
ら
み
つ
く
）
あ
る
を

以
て
想
ふ

１
４
頁

に
、
出
雲
政
庁
時
代
の
志
良
岐
航
路
は
、
同
国
日
御
崎
を
以
て
発
着
地
点

と
定
め
ら
る
べ
き
予
期
も
あ
り
て
、
埼
門
山(

さ
き
と
や
ま)

の
佐
伎
は
日
御

崎
の
崎
、
登
は
水
之
門(

み
な
と)

の
登
、
即
ち
御
崎
港
の
義
な
る
べ
く
、

其

港
湾
近
き
山
岳
を
ば
埼
門
山
と
言
え
る
に
て
、
其
山
に
降
り
給
ひ
し
由
の
伝

説
な
る
べ
し
。
神
名
式
に
出
雲
国
出
雲
郡
御
崎
神
社
あ
り
て
、
社
記
に
、
上

り
国
幣
中
社

社
八
束
水
神
相
殿
三
座
田
心
姫･

湍
津
媛･

厳
島
姫
と
あ
り

今
簸
川
郡
に
在

然
れ
ば
此
神
等
の
御
遺
跡
の
須
佐
津
に
存
す
る
は
当
然
の
事
に
し
て
、
神
山

の
麓
、
広
潟
の
水
浜
よ
り
三
丁
許
（
ば
か
り
）
上
が
り
て
弁
台

と
云

弁
天
台

の
略
称

上
神
幸
の
時
刻
を
期
し
、

ひ
、
又
古
社(

ふ
る
や
し
ろ)

と
称
ふ
る
一
小
地
区
あ
り
。
中
嶋
神
社
祭
典
の
夜
、
海

往
古
、
此
神
社
の
在
り
し
地
な
る
も
、
御
船
の
投

其
地
に
篝
火
を
燃
し
て
盛
儀

を
援
く
る
の
古
例
あ
り
し
な
り

錨
地
点
た
り
し
、
御
津
海
の
埋
ま
り
て
後
は
、
其
地
に
奉
遷(

神
体
を
移
す)

し
て
崇
敬
怠
ら
ざ
り
し
が
、
旧
領
主
益
田
氏
移
住
の
後
、
享
保
十
四
年
六

月
、
田
万
村
字
市
味(

い
ち
み)

鎮
座
白
山
神
社
を
奉
迎
し
て
、
同
一
地
区

に
荘
厳
な
る
社
殿
を
建
立
せ
ら
れ
し
よ
り
、

１
５
頁

地
主
神
た
る
厳
島
神
社
は
白
山
神
社
の
末
社
と
も
見
る
べ
き
失
体(

態)

と
為

り
し
を
以
て
、
数
年
の
後
、
此
神
社
を
ば
更
に
湾
内
中
嶋
神
社
に
遷
し
奉
れ



り
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
と
言
ふ
。
然
れ
ば
当
中
嶋
神
社
は
上
古
、

須
佐
津
時
代
の
遺
跡
と
し
て
有
力
な
る
証
拠
の
一
た
る
べ
き
を
、
こ
れ
ま
た

神
社
整
理
の
際
、
神
山
神
社
と
同
じ
く
解
除
の
悲
運
に
遭
へ
た
り
し
は
惜
し

如
此

む
べ
し
。
（
草
稿
本
）
＝
神
社
整
理
厳
達
下
に
解
除
せ
ら
れ
し
は
惜
し
む
べ
し
。

（
か
く
）
て
嶋
名
中
嶋
は
大
国
主
神
譲
国
退
隠
の
時
に
当
り
、
此
神
等
、
筑

前
国
宗
像
湾
の
沖
、
中
辺
（
お
き
な
か
へ
）
三
嶋
に
各
神
体(

か
む
ざ
ね)

の
形

代(

み
か
た
し
ろ)
を
残
し
て
、
海
北
道
主
貴(

わ
た
の
き
た
み
ち
ぬ
し
の
む
ち)

と
鎮
座
（
し
づ
ま
り
ま
）
し
て

市
杵
嶋
姫
命
（
い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と
）
の

別
号
を
中
津
嶋
比
売
命
と
も
称(

ま
お)

せ
る
よ
り
起
こ
れ
る
、
御
鎮
座
後
の

称
呼
な
る
べ
し
。
（
草
稿
本
）
＝
呼
称
な
ら
ん
か
。

◇
中
津
町

湾
口
よ
り
一
直
線
に
入
り
来
た
れ
ば
左
に
御
津
海
在
り
、
右
に
青
浦(

あ
お

ら)

あ
り
て
、
其
の
中
間
、
即
ち
正
面
位
地
に
深
く
曲
入
せ
る
水
涯
を
中
津

と
言
ひ
し
も
の
な
る
が
現
今
は
陸
地
と
為
り
て
、

１
６
頁

浦
東
町･

浦
西
町･

中
津
町
等
の
町
名
を
存
せ
り
。
浦
町･

中
津
町
の
間
を

湊
橋
と
い
へ
り
。
百
五
十
年
前

流
る
ゝ
須
佐
川
在
り
て
、
之
に
架
す
る
を

ま
で
は
漣
漪(

さ
ざ
な
み)

岸
を
洗

（
草
稿
本
）
＝
港
橋
と
呼
へ
り
。
百
二
三
十
年
前

せ
し
実
況
を
記
憶
せ
り
と
児
童
時
代

い
、
数
百
石
積
の
帆
船
こ
の
所
に
繋
泊

草
稿
本
）
＝
せ
り
と
口
碑
に
伝
へ
た
り
。

に
聞
き
得
た
り
と
は
古
老
の
談
な
り
。

（

◇
海
士(

あ
ま)

ヶ
地

和
名
抄
、
信
濃
国
小
県
郡
に
海
部

ま
た
越
前
国
坂
井
郡
に
海
部

安
末
無
倍
、

あ
ま
む
べ
、

と
録
（
し
）
る
せ
り
。
倍(

べ)

は
米(

め)

と
も
通
い
て
、
群
す
な
わ
ち
牟
礼

安
万

無
倍

の
約
な
る
は
例
多
し
。
上
既
に
言
へ
る
が
如
く
、
上
古
の
諸
神
は
荒
振(

あ
ら

ぶ
る)

神
、

伏(

ま
つ
ろ)

は
ぬ
人
に
備
ふ
る
た
め
、
常
に
武
装
を
解
き
給
は

ず
、
須
佐
之
男
命
の
如
き
海
外
経
営
に
従
事
し
給
い
し
豪
邁
の
神
等
に
し

て
、
航
海
の
時
、
相
当
の
警
備
有
り
し
は
言
ふ
迄
も
無
し
。
細
戈
千
足
国

（
く
わ
し
ほ
こ
ち
だ
る
の
く
に)

の
称
も
千
は
千
早
振
る
の
千
と
同
く
稜
威
（
い

つ
）
の
義
な
り
。
海
士
族
は
其
航
海
に
扈
従
警
衛
せ
る
船
卒
に
し
て
、
有
事
の

日
の
海
兵
、
無
事
の
日
の
漁
業
者
た
り
し
か
ば
、
言
義

１
７
頁

り
。
又
阿
万
牟
を
略
し
て
阿
万
と
も
阿
武
と
も
い
え

は
海
護(

う
な
ま
も
り)

な
る
べ
し
。
宇
奈
の
約[

は]

阿
と
為
り
、
万
牟
は
万
母
里
の
略
転
な

治
水
殖
民
の
時
運
も
経
過
し
て
、
航
路
要
津
の
施
設
も
自
然
其
跡
を
絶
つ

り、に
至
れ
る
を
以
て
、
海
士
は
い
つ
し
か
漁
獲
専
業
者
の
称
と
な
り
し
な
る
べ

し
。
諸
国
の
郡
名
地
名
に
阿
万
と
称
う
る
も
の
数
多
あ
り
て
、

其
大
概
は

中
世
以
降
漁
業
上
の
関
係
に
出
し
な
る
べ
き
も
、
隠
岐
国
海
部
郡
、
筑
前
国

宗
像
、
二
郡
の
海
部
郷
を
始
め
上
古
の
武
備
的
由
緒
あ
る
称
呼
の
残
れ
り

海
士
族
の
専
業
漁
人
と
為
り
し
時
代
に
至
り
、
此
の
海
浜
に
蟶

と
思
は
る
る
も
亦
多
し
。
後
世
蜑
ヶ
地
と
書
け
り
。
其
対
岸
に
蟶
潟
の
字(

あ
ざ)

あ
る
は
、

朱
雀
天
皇
の
承
平
元
年(

)

、

石

貝
養
殖
の
事
あ
り
し
に
因
れ
る
新
字(

あ
ざ)

な

れ
ば
、
海
士
が
地
の
分
割
区
た
る
や
疑
い
無
し

931

見
国
益
田
郷
勝
達
寺
の
開
基
た
り
し

浄
蔵
大
徳

三
善
清
行
の
第
八
子

の
其
途
次
、
大
原
本
郷
よ
り
海
岸
に
出
れ
ば
、
名
に
し
お
ふ
須
佐
の
入
江
の

風
光
明
媚
、
眺
望
に
余
念
無
か
り
し
か
ば
、
且
（
し
ば
ら
）
く
此
地
に
在
ら
ば

や
と
神
山
神
社
に
参
籠
し
、
一
夕
遙
か
に
海
士
が
地
方
面
の
点
灯
を
認
め
、

海
浜
を
辿(

た
ど)

り
て
其
部
落
に
到
り
、
谿
流
に
沿
ひ
て
上
る
こ
と
数
丁
、

清
浄
第
一
の

１
８
頁



霊
地
を
卜
し
て
庵
室
を
結
び
、
居
る
こ
と
三
十
年
、
七
十
四
歳
に
し
て
入
寂

せ
り
と
い
う
。
今
猶
浄
蔵
貴
所
の
墓
と
伝
へ
て
其
遺
跡
を
存
し
、
墓
前
に
一

と
い
へ
り

祠
宇
を
建
立
し
て

浄
蔵
大
徳
の
霊
を
祀
り
、
修
験
者･

戒
定
院

元
金
寿
院

在
り
て
、
其
司
祭
者
た
り
し
が
、
維
新
の
際
、
院
主
は
神
職
と
な
り
て
内
山

氏
を
名
告(
な
の)

り
、
浄
蔵
貴
所
の
祠
宇
を
ば
鏡
山
神
社
と
改
称
せ
り
。

（
さ
が
り
ま
つ
）
と
い
ふ
。
浄
蔵
の
此
地
に
来
る
や
、
其
法
力
霊
験
を
土
人
に
示
さ
ん
と
欲
し
、
此
松

海
士
が
地
の
水
浜
に
一
株
の
老
松
あ
り
。
其
枝
垂
れ
て
水
面
を
払
え
り
。
号
（
な
づ
）
け
て
下
松

状
を
為
せ
り
と
伝
え
た
り
し
が
、
四
十
年
前
に
枯
死
せ
し
は
惜
し
む
べ
し

に
対
し
て
呪
文
を
唱
え
た
れ
ば
、
其
末
梢
忽
（
た
ち
ま
ち
）
屈
折
し
て
、
現

◇
阿
武
浦(

あ
む
う
ら)

上
古
須
佐
津
時
代
に
、
海
士
族
の
一
部
落
を
為
せ
し
地
に
し
て
阿
牟
（
武
）

浦
と
い
う
べ
き
を
阿
夫
良
を
便
称
せ
し
が
、
現
今
の
浦
地
区
開
拓
以
後
、
此

方
面
の
人
煙
全
く
廃
絶
し
て
耕
地
と
化
（
な
）
り
何
時
し
か
阿
武
浦
を
ば
油

と
誤
書
し
、
其
水
涯
を
油
ケ
磯
と
呼
ぶ
に
至
れ
り
。
又
此
地
に

１
９
頁

隣
接
し
て
大
越
と
称
（
と
な
）
ふ
る
一
小
地
区
と
元
阿
武
越
な
り
け
ん
を
阿

武
の
大
と
転
訛
せ
し
は
阿
武
中
の
大
井
阿
武
嶋
の
大
嶋
と
な
れ
る
を
始
め

其
例
多
々
あ
り
。
然
れ
ば
當
湾
内
に
海
士
ヶ
地･

阿
武
浦
の
東
西
相
対
し
て

海
士
族
の
居
住
せ
し
跡
な
る
事
著
し
。

◇
大
越

【
注
】
こ
の
大
越
の
部
分
は｢

浄
書
本｣

で
は
記
述
が
無
く
、
ま
た｢

草
稿
本｣

で

は
抹
消
さ
れ
て
い
る

佐
江
十
二
景
中
に
、
大
越
の
落
雁
あ
り
て
湾
内
勝
地
の
一
た
り
。
三
女
神
を

祀
り
し
弁
台
の
旧
址
も
、
其
距
離
遠
か
ら
ざ
れ
ば
、[(

虫
損)

隣
接
し
て
大
越

と
称
う
る
一
小
地
区
も
、
元
阿
武]

越
な
ん
事
は
大
井
の
阿
武
居
（
あ
む

い
）
、
大
嶋
の
阿
武
嶋
な
る
な
ど
準
へ
て
知
る
べ
し
。
然
れ
ば
当
湾
内
に
て
は

海
士
が
地
、
大
越
の
東
西
相
対
し
て
海
士
族
の
居
住
せ
し
旧
跡
な
る
べ
し
。

◇
尾
浦

古
名
大
浦
な
り
し
も
、
文
化
文
政
の
頃
よ
り
尾
浦
と
も
混
書
し
、
現
今
は
全

く
尾
浦
と
誤
れ
り
。
此
大
浦
も
大
井
村
な
ど
の
例
の
如
く
、
阿
武
浦
に
は
あ

ら
ざ
り
し
が
、
此
地
に
阿
武
氏
の
旧
家
あ
れ
ど
も
、
文
化
十
一
年
十
二
月

火
災
に
罹
り
て
其
の
系
譜
の
焼
失
せ
し
由
な
る
は
遺
憾
と
い
う
べ
し
。

◇
帆
柱

古
老
の
口
碑
に
因
れ
ば
、
神
山(

か
う
や
ま)

黄
帝
、
始
め
て
船
を
造
り
給
ふ

時
、
其
帆
柱
を
此
地
よ
り
伐
出
せ
る
に
起
こ
り
し
地
名
な
り
と
。
須
佐
之
男

命
の
誤
伝
な
る
は
云
迄
も
な
し
。
海
岸
の
山
林
に
し
て
、
船

２
０
頁

舶
製
造
の
用
材
を
出
す
は
、
古
今
決
し
て
珍
し
か
ら
ず
。
然
る
を
殊
更
に
其

地
名
と
し
て
永
く
後
世
に
伝
ふ
る
は
其
故
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
神
功
皇
后
征

韓
の
役
、
其
製
艦
材
料
を
出
し
た
り
て
ふ
、
厚
狭
郡
船
木
村
な
る
故
事
伝

（
以
下
「
草
稿
本
」
）
現
今
の
地
理
に
て
は
、
海
浜
よ
り

説
を
参
照
す
べ
し
。

相
距
る
一
里
の
地
に
し
て
、
其
運
搬
頗
る
不
便
な
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
上

代
は
神
山
岬
角
の
背
後
な
る
江
崎
港
の
字
江
津
区
域
に

深
く
曲
入
せ
し
由

な
れ
ば
、
海
路
の
便
想
像
る
べ
し
。



◇
津
守
氏

高
山
の
東
麓
字
野
頭
に
津
守
氏
あ
り
。
大
原
郷
時
代
の
旧
家
に
し
て
益
田

家
移
住
後
世
々
相
襲
（
あ
い
つ
）
ぎ
て
野
頭
村
の
里
正
た
り
し
門
地
な
り
。
上

古
須
佐
津
時
代
に
於
け
る
御
津
海
は
津
守
護
職
、
即
ち
当
家
の
管
掌
下
に

在
り
し
と
思
は
る
る
は
、
維
新
当
時
迄
も
猶
御
津
海
新
開
地
域
の
大
半
を

領
知
せ
し
も
の
の
如
し
。
当
主
の
先
代
廃
藩
置
県
の
際
、
世
襲
の
職
を
失
い

し
よ
り
家
運
漸
く
衰
頽
し
て
、
今
よ
り
四
十
年
前
当
主
幼
少
の
時
、
一
家
離

散
の
悲
境
に
陥
り
た
る
を
以
て
、
其
の
墓
地
に
は
、
益
田
家
移
住
前
の
年
号

を
彫
刻
せ
る
古
墳
数
基
あ

２
１
頁

る
も
、
今
其
系
譜
を
調
査
す
る
の
便
無
き
を
如
何
せ
ん
。

◇
唐
津

海
浜
を
距
た
る
壱
里
、
唐
津
の
一
部
落
在
り
。
豊
公
征
韓
の
役
、
益
田
家
の

軍
に
属
し
て
帰
化
せ
し
鮮
人
某
、
改
称
土
谷
六
郎
右
衛
門
の
居
住
し
て
、
陶

器
製
造
を
開
始
せ
る
に
起
り
し
地
名
な
る
由
の
伝
説
あ
り
と
雖
も
、
果
し

て
然
ら
ば
、
萩
地
に
同
一
由
来
に
因
り
て
唐
人
山
の
称
あ
る
が
如
く
、
唐
山

或
は
唐
谷
な
ど
唱
ふ
べ
き
地
勢
な
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
唐
津
と
い
へ
る
は
上
古

須
佐
津
の
別
称
な
り
し
を
後
に
鮮
人
の
居
住
せ
し
新
な
る
縁
故
を
以
て
、

此
一
小
区
域
を
専
ら
唐
津
と
称
す
る
こ
と
と
な
り
し
に
は
非
ざ
る
か
、
否
ら

し
を
後
に
現
今
の
地
に
移
せ
し
も
の

ざ
れ
ば
津(

の)

文
字
全
く
無
意
義
な
れ
ば
な
り
肥
前
国
な
る
唐
津
は
、
元
海
浜
な
り

然
れ
ば
、
元
御
津
海
津
頭
に
し
て
、
大
原
本
郷
に
上
る
谷
を
加
波

な
り
と

言
う

良
谷
と
云
ひ
、
元
中
津
々
頭
た
り
し
地
区
に
加
波
良
丁･

中
加
波
良
等
の
称

あ
る
も
加
良
の
加
の
余
韻
を
引

２
２
頁

き
て
加
阿
良
と
称
へ
た
り
し
よ
り
、

後
世
に
妄
に
河
原
と
記
す
事
と
為
り

て
、
韓(

か
ら)

の
本
義
を
喪
（
う
し
な
）
ひ
た
り
し
に
は
非
ざ
る
か
。
須
佐
之

（
男
）
命
の
御
子･

五
十
猛
神
を
加
良
神
と
称
（
ま
お
）
せ
る
例
証
は
既
に
説

(

い)

へ
り
。
然
れ
ば
須
佐
之
男
命
を
加
良
神
と
い
ひ
、
其
親
密
な
る
関
係
地

に
加
良
て
ふ
名
を
負
せ
た
る
は
怪
む
に
足
ら
ず
。
況
（
ま
し
）
て
五
十
猛
神
も

須
佐
之
男
命
と
共
に
当
湾
に
入
り
給
ひ
し
由
縁
あ
る
べ
き
は
論(

あ
げ
つ
ら)

毛
木
（
か
は
ら
よ
も
ぎ
）
と
記
せ
り
。
加
良
の
加
波
良
と
転
訛
せ
る
例
な
り
。
尚

ふ
迄
も
無
し
。
菊
を
字
鏡
に
辛
与
毛
木

(

か
ら
よ
も
ぎ)

と
あ
る
を
、
和
名
抄
に
は
、
加
波
良
与

め
お
お
め
の
か
み)

あ
り
て
、
其
郷
名
を
香
春(

か
は
る)

と
言
ひ
、
又
同
書
筑
後
国
三
井
郡
に
高
良

言
は
ば
、
神
名
式(

じ
ん
み
ょ
う
し
き)

、
豊
前
国
田
川
郡
に
辛
国
大
姫
大
目
神(

か
ら
く
に
お
お
ひ

内
宿
禰
と
云
へ
る
が
正
し
か
る
べ
く
し
て
、
土
人
は
山
を
加
宇
良
山
と
云
ひ
、
神
社
を
加
波
良
様

玉
垂
命
神
社
あ
り
て
当
国
の
一
の
宮
な
り
。
其
祭
神
は
諸
説
区
々
に
し
て
一
定
せ
ず
と
雖
も
、
武

内
の
小
字
に
、
高
浦
の
称
あ
る
も
、
旧
記
に
は
河
原(

こ
う
ら)

と
記
る
せ
り
。
神
山
の
山
腹
に
し
て

と
い
ふ
由
な
れ
ば
、
孰
れ
も
加
良
の
加
波
良･

加
宇
良
な
ど
転(

う
つ)

れ
る
例
な
り
。
当
村
野
頭
区

。

河
原
な
ど
称
ふ
べ
き
地
形
に
非
ざ
れ
ば
、
是
亦
、
加

良
の
転
訛
に
し
て
須
佐
津
時
代
の
遺
跡
な
る
べ
し

◇
白
須
山(

し
ら
す
や
ま)

新
撰
六
帖
に｢

長
門
な
る
阿
武
の
郡
の
杣
板(

そ
ま
い
た)

は
、
も
ろ
こ
し
人
も

ま
し
と
あ
る
本

す
さ
め
ざ
ら
め
や｣

と
あ
り
て

す
さ
め
ざ
ら

２
３
頁

上
古
大
陸
地
域
の
膂
肉
（
そ
じ
し
）
の
空
国
（
か
ら
く
に
）
な

の
誤
り
な
る
は
言

う
ま
で
も
無
し

せ
る
時
代
に
於
け
る
韓
国
方
面
の
用
材
は
、
主
と
我
阿
武
郡
よ
り
輸
出
運

搬
せ
し
も
の
と
思
は
る
る
を
、
郡
内
に
て
は
当
山
脈
の
産
出
其
大
部
分
を
占

め
た
り
し
を
以
て
、
新
羅
杣
山(

し
ら
そ
ま
や
ま)

の
称
あ
り
し
な
る
べ
し
。



良
と
も
言
へ
り
。
又
皇
大
神
宮
の
御
樋
代
（
み
ひ
し
ろ
）
材
を
採
れ
る
信
濃
国
木
曽
山
を
御
杣
（
み

曽
万
の
約
、
佐
な
る
を
佐
と
須
は
通
音
な
れ
ば
転
れ
る
な
ら
ん
。
上
古
は
朝
鮮
を
志
良
岐
と
も
志

用
材
地
を
指
し
て
其
杣
山
と
称
へ
る
例
な
り
。

そ
ま
）
山
と
定
め
給
ひ
し
を
始
め
凡
て
一
定
の

往
昔
阿
武
郡
六
郷
時
代
に
は
、
大
原
郷
に
属
せ
し
な
る
べ
き
も
、
此
山
脈
は

阿
武
郡
を
縦
断
せ
る
大
山
脈
に
し
て
、
現
今
の
白
須
は
惣
郷･

福
川
二
村
に

跨
り
、
更
に
田
代
山
（
た
し
ろ
や
ま
）
と
称
（
と
な
）
ふ
る
部
分
の
み
須
佐
村

に
属
せ
り
。
畏
友
宮
内
省
図
書
寮
出
仕
・
逸
見
仲
三
郎
氏
が
須
佐
を
賞
玩

(

す
さ
め)

に
云
ひ
か
け
て
、
上
の
一
二
の
句
に
隠
応
せ
し
め
た
る
は
、
歌
学

上
め
で
た
し
と
こ
そ
言
わ
め
と
言
え
る
も
亦
感(

め
で)

た
し)

◇
阿
武
郡

阿
武
は
安
万
無
倍(

あ
ま
む
べ)

の
略
称
な
る
べ
き
事
は
、
上
海
士
（
か
み
あ
ま
）

が
地
の
条
下
に
説(

い)

へ
る
を
、
阿
武
郡
十
八
ヶ
村

２
４
頁

を
統
轄
せ
し
郡
衙
在
り
。
一
郡
の
惣
社
八
幡
宮
在
り
し
大
井
村
は
、
和
名

抄
阿
武
郡
の
郷
名
に
阿
武
と
あ
る
是
な
る
が
、
其
村
内
に
名
勝
阿
武
の
松

原
あ
り
て
、
古
歌
に
阿
武
の
松
原
と
詠
み
し
を
、
音
便
に
於
々(
お
お)

の
松

ほ)

な
る
も
、
音
便

原
と
称
ふ
る
を
以
て
、
大
井
村
の
阿
武
井
村
な
る
を
知
り

大
の
訓
は
於
保(
お

其
海
中
な
る
大
嶋
の
阿
武
嶋
な
り
し
事
を
も
推

に
於
々
と
い
ふ
は
常
な
り
。
井

は
居
な
ら
ん
も
知
る
べ
か
ら
ず

断
せ
ら
る
る
な
り
。
此
沿
海
海
士
（
あ
ま
）
族
の
有
名
な
り
し
事
は
、
万
葉
集

に
「
処
女
等
之
、
麻
笥
垂
有
続
麻
成
長
門
之
浦
爾
云
々
、
阿
胡
之
海

十
三

巻之
荒
磯
之
於
爾

浜
菜
採
海
部
処
女
等
纓
有
領
巾
、
文
光
蟹
手
二
巻
流
玉

お
と
め
ら
が
、
を
け
に
垂
れ
た
る
う

毛
湯
良
羅
爾
白
栲
袖
振
所
見
津
相
思
羅
霜｣

み
を
な
す
、

長
門
の
浦
に
朝
な
ぎ
に
、
満
ち
来
る
潮
の
夕
な
ぎ
に
、
寄
せ
来
る
波
の
そ
の
潮

の
、
い
や
ま
す
ま
す
に
そ
の
波
の
、
い
や
し
く
し
く
に
わ
が
も
こ
に
、
恋
ひ
つ
つ
来
れ
ば
阿
胡
の
海

の
、
荒
磯
の
上
に
浜
菜
つ
む
、
海
人
を
と
め
ど
も
う
な
が
せ
る
、
ひ
れ
も
照
る
が
に
手
に
巻
け

と
あ
り
て
、
其
の

る
、
玉
も
ゆ
ら
ら
に
白
た
へ
の
、
袖
振
る
見
え
つ

相
お
も
う
ら
し
も

阿
胡
、
即
ち
大
井
村
の
隣
村
奈
古(

な
ご)

な
る
事
は
万
葉
集

七
巻
に
、
摂

津
国
住
吉
の
名
児
を
吾
児(

あ
ご)

と
も
詠
め
る
を
見
て
、
異
称
同
地
な
る

を
知
る
べ
し
。
然
れ
ば
阿
武
郡
海
岸
は
上
古
の
阿
万
無
倍
（
あ
ま
む
べ
）
、
即

き
て
、
阿
胡
海
を
萩
湾
の
古
名
と
為
る
は

ち
海
士
部
族
の
集
団
地
区
な
り
し
な
り

大
日
本
地
名
字
書
に
、
幽
齋
紀
行
を
引

の
高
く
き
こ
え
け
れ
ば
云
々
と
記
せ
る
は
、
小
畑
湾
を

誤
れ
り
。
紀
行
に
小
畑
と
瀬
戸
崎
の
間
に
、
あ
こ
の
浦
波

２
５
頁

畏
友
東
京
國
學
院
大
學
の
教

発
れ
ば
奈
古
沖
よ
り
大
井
沖
に
亘
（
わ
た
）
れ
る
大
嶋
沿

岸
を
打
廻
ら
す
涛
声
の
遙
か
に
聞
え
た
る
由
な
る
べ
し

授
西
川
権
氏
よ
り
来
簡
中
に
阿
武
郡
阿
武
郷
な
ど
称
（
ま
お
）
す
地
名
の
原

意
義
如
何
は
大
に
古
典
的
の
関
係
有
之
争
に
御
座
候
云
々

元
海
士
二
語

の
内
、
何
連
に
属
す
べ
き
か
云
々

阿
武
も
蓋
海
士
の
原
始
的
干
係
地
方

に
有
之
べ
く
と
思
は
れ
候
事
に
て
、
従
て
阿
武
郷
と
共
に
海
士
族
の
氏
神
た

る
住
吉
神
社
名
を
称
せ
る
住
吉
郷
も
在
り
、
又
此
海
士
族
は
真
珠
を
以
て

其
名
誉
の
一
徽
号
（
き
ご
う
＝
は
た
じ
る
し
）
と
す
る
。
恒
例
の
如
く
多
萬
郷

と
有
之
、
古
語
に
此
真
珠
をｱ

ｺ
ﾔ

の
珠
と
云
ふ
を
共
に
万
葉
集
に
長
門
国
の

阿
胡
浦･

阿
胡
海
あ
り
云
々
、
以
上
悉
く
海
士
族
干
係
の
顕
著
な
る
も
の
に

し
て
、
今
昔
物
語
中
の
阿
武
太
夫
な
る
も
の
は
即
ち
其
一
大
氏
族
中
の
宗
家

た
り
。
其
辺
に
て
の
氏
の
長
者
た
る
べ
く
、
然
ら
ば
其
古
居
址
も
あ
ら
ば
御

地
方
郷
土
誌
研
究
上
の
中
心
眼
目
の
点
共
不
相
成
哉
と
存
候
と
の
指
教
に

接
せ
し
が
、
其
大
概
は
予
が
考
証

に
反
（
そ
む
）
か
ざ
る
有
益
の
参
考

の
本
旨

資
料
た
る
を
以
て
其
ま
ゝ

２
６
頁

此
処
に
記
入
せ
り
。



◇
大
津
郡
仙
崎
港

須
佐･
馬
関
間
に
仙
崎
港
あ
り
、
須
佐
湾
に
匹
儔(

ひ
っ
ち
ゅ
う)

す
る
の
良
港

な
り
。
風
位
潮
流
、
須
佐
湾
に
入
る
の
不
便
に
し
て
、
仙
崎
に
寄
港
す
る
の

止
む
を
得
ざ
る
時
も
あ
り
し
を
以
て
、
仙
崎
は
自
然
須
佐
津
の
支
津
た
る

べ
き
関
係
あ
り
て
、
海
士
族
の
常
備
、
其
他
臨
機
の
警
戒
も
須
佐
に
亜(

つ)

ぐ

の
施
設
あ
り
し
な
る
べ
し
。
本
村
に
有
名
な
る
祇
園
神
社
在
り
て
、
其
の
祭

儀
の
盛
大
な
る
郡
内
第
一
位
な
る
が
、
該
神
社
は
萩
椿
村
、
現
今
の
県
社

八
幡
宮
の
地
域
に
鎮
座
あ
り
し
を
、
文
禄
の
末
、
慶
長
の
初
め
の
頃
此
地
に

奉
遷
し
た
り
し
由
な
れ
ば
、
豊
公
征
韓
役
に
於
い
て
、
上
古
の
対
韓
史
上
に

光
彩
あ
る
須
佐
之
男
命
の
鎮
祭
位
地
を
、

軍
隊
発
航
の
仙
崎
港
に
進
め

て
、
専
ら
神
威
の
発
動
を
祈
り
、
此
神
の
御
親
征
を
意
味
せ
し
も
の
な
る
べ

し
。

２
７
頁

以
上
、
列
叙
せ
し
考
証
に
因
り
て
、
須
佐
湾
は
上
古
の
一
大
要
津
な
り
し
事

は
明
白
な
る
べ
き
も
、
出
雲
雲
（
政
の
誤
り
カ
）
庁
撤
廃
以
降
は
、
出
雲･

志

良
岐
間
航
路
の
碇
泊
地
点
た
り
し
須
佐
津
及
仙
崎
津
も
、
対
外
政
策
上
の

必
要
無
け
れ
ば
、
年
代
を
経
る
に
従
ひ
、
警
戒
兵
備
の
機
関
も
解
除
せ
ら
れ

し
は
云
う
迄
も
無
き
を
、
神
功
皇
后
征
韓
の
こ
と
発
り
、
豊
浦
帝
都
を
以

て
策
源
地
と
定
め
給
ひ
し
、
出
師
計
画
の
急
要
な
る
に
当
り
て
は
、
同
地
の

背
後
な
る
日
本
海
、
殊
に
韓
国
の
対
岸
に
、
元
須
佐
津
の
別
津
た
り
し
大
津

郡
仙
崎
港
の
在
る
あ
り
て
、
其
方
面
に
残
存
せ
る
上
古
の
戎
的
装
置
、
右

武(

ゆ
う
ぶ
、
軍
事)

習
俗
の
遺
影
を
振
作
せ
し
め
、
裏
日
本
海
岸
の
権
威
を

集
中
活
躍
せ
し
む
る
に
於
て
、
有
望
な
る
便
宜
あ
る
を
発
見
し
、
元
須
佐
津

に
残
れ
る
武
装
関
係
の
事
物
、
其
利
用
す
べ
き
は
、
零
砕
洩
ら
さ
ず
之
を
移

せ
る
は
更
な
り
。
阿
武
郡
沿
岸
に
散
居
永
住
せ
る
海
士
族
後
裔
を
招
集
せ

し
は
其
主
要
目
的
な
り
し
な
る
べ
し
。
仍
て
按
ふ
に
大
津
郡
の
郡
名
も
、
阿

武
郡
沿

２
８
頁

岸
の
海
士
族
徴
兵
を
仙
崎
港
に
集
め
て
隊
伍
編
成
、
堂
々
た
る
発
航
の
事

り
て
大
と
な
れ
る

あ
り
し
由
来
を
以
て
、
阿
武
津
の
呼
称
は
起
こ
り
し
な
ら
ん
。
阿
武
の
転(

う
つ)

西

川

は
、
大
井
村
の
例
あ
り
、
同
郡
に
も
大
嶋
在
り
、
又
大
浦
の
字
も
あ
り
て
、
文
政
年
間

迄
は
潜
水･

貝
取
り
を
も
っ
て
専
業
と
な
し
、
女
海
士
の
多
か
り
し
由
旧
記
に
見
え
た
り

権
氏
が
、
大
津
郡
は
神
功
皇
后
征
韓
役
に
臨
時
津
政
を
布
か
れ
て
、
其
の

兵
艦
を
発
遣
せ
し
め
給
ひ
し
に
起
因
せ
る
郡
名
な
る
べ
し
、
同
郡
向
国(

む
か

つ
く)

の
地
名
も
由
あ
り
げ
な
る
由
言
え
る
を
も
参
考
す
べ
し
。

（
県
社)

◇
萩
町
浜
崎
住
吉
神
社

社
伝
に
據(

よ)

れ
ば
、
明
暦
元
年(

)

当
浦
漁
人
の
海
上
遭
難
に
当
り
、

1655

摂
津
国
住
吉
神
社
の
冥
護
を
祈
り
た
る
に
、
其
の
霊
験
顕
著
な
り
し
を
以

て
、
本
社
の
御
分
霊
を
勧
請
し
、
鶴
江
台
上
恵
比
須
森
に
其
祠
宇
を
設
け
て

鎮
祭
し
た
り
し
が
、

其
の
後
毛
利

藩
主
の

綱
広

【
注
】
（
草
稿
本
）
＝
吉
宗

崇
敬
厚
か
り
し
を
以
て
社
殿
を
建
立
し
、
現
今
の
地
に
奉
遷
せ
ら
れ
し
由
な

る
も
、
和
名
抄
阿
武
郡
住
吉

及
神
戸
等
の
郷
名
あ
れ
ば
、
後
世
民
間

須
美

与
之

私
設
の
神
祠
に
は
非

◇
国
譜
備
考

文
政
二
年

田
敬
之
識

明
暦
元

勧
請
泉
州
境
住
吉

於
鶴
江
恵
比
須
森

万
治
元

浜
崎
住
吉
社
造
立

鶴
江
ヨ
リ
遷
ス

寛
文
元

住
吉
祭
礼
始

２
９
頁



ず
し
て
、
対
韓
史
実
に
由
緒
あ
る
一
大
古
神
社
た
り
し
や
疑
無
し
。
然
れ

ば
、
神
功
皇
后
征
韓
役
に
於
て
、
其
神
勅
の
任
に
豊
浦
郡
住
吉
荒
魂
（
あ
ら

み
た
ま
）
神
社
を
創
建
し
給
ひ
し
と
同
時
に
、
須
佐･

仙
崎
間
に
於
て
も
凱

旋
奉
賽
の
為
め
、
其
中
央
地
点
た
る
萩
地
の
一
突
角
、
鶴
江
台
の
地
形
を

卜
し
て

綱
広

【
注
】
（
草
稿
本
）
＝
撰
ん
で

神
社
の
建
設
あ
り
し
な
る
べ
し
。

藩
主
の
崇
敬
厚
か
り
し
も
、
当
時
猶
征
韓
役
の
関
係

【
注
】
（
草
稿
本
）
＝
吉
宗

を
忘
却
せ
ら
れ
ざ
り
し
を
以
て
、
其
神
殿
の
廃
頽
を
慨(

な
げ)

き
て
、
之
を

復
旧
せ
ら
れ
し
に
も
あ
る
べ
し
。
然
る
を
漁
人
遭
難
云
々
の
口
碑
に
存
（
の

こ
）
れ
る
は
、
阿
武
郡
海
岸
に
散
在
せ
る
海
士
族
の
召
集
に
応
じ
て
従
軍
し

た
る
が
、
激
浪
怒
濤
の
危
険
を
冒
し
、
専
心
軍
務
に
鞅
掌
せ
し
も
、
軍
神
住

吉
大
神
の
神
威
発
動
に
因
れ
る
赫
々
た
る
武
勲
を
以
て
千
危
万
難
を
免
か

れ
、
珍
（
め
で
）
た
く
凱
旋
し
た
る
が
故
に
、
其
の
奉
賽
と
し
て
神
社
は
創
立

せ
ら
れ
た
り
て
ふ
伝
説
な
り
し
を
、
阿
万
は
漁
人
の
汎
称
と
な
り
了
（
を
は
）

れ
る
、
後
世
の
誤
解
妄
断
に
よ
り
し
て
既
述
の
口
碑
を
存
せ
る
な
る
べ
し
。

３
０
頁

尚
此
神
の
御
偉
績
に
就
て
は
其
征
韓
の
神
勅
は
更
な
り
。
古
語
拾
遺
に｢

至

い
わ
れ

於
磐
余
雅(

稚)

桜
朝
、
住
吉
大
神
顕
矣
、
征
伏
新
羅
、
三
韓
始
朝｣

の
わ
か
ざ
く
ら
の
み
か
ど
に
至
り
て
、
す
み
の
え
の
お
お
か
み
あ
ら
わ
れ
た
ま
へ
り

し
ら
ぎ

云
々
と
あ
り
て
、
現
人
神

を
う
ち
し
ず
め
て
、
み
つ
の
か
ら
く
に
、
は
じ
め
て
ま
い
く
。

（
あ
ら
ひ
と
が
み
）
と
も
号(

ま
お)

せ
る
な
ど
、
其
神
異
の
い
か
に
尊
厳
偉
大

な
り
し
か
を
畏
々
（
か
し
こ
み
／
＼
）
も
拝
察
す
べ
し
。

【
完
】


